























































































































































































































































































































































































































? ? 場司テー・ 講 ?
昭和61年1月18日
昭和61年4月19日
経団連会館
経団連会館
ハイテクノロジー　板垣　興一（一橋大学
と生存科学　　　　名誉教授）
次世代ロボットに1館　　　障（機械技術
ついて　　　　　1研究所遠隔制御課長）
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ハイテクノロジーと価格メカニズム
〃
1昭和、、輔，日
経団連会館
〃
〃 〃
昭和61年9月20日 〃
昭和61年11月22日 〃
長寿社会と技術支
援について
心の健康について
産業医の現場ウオ
ッチングから
エネルギー問題
?．?）?
?????ィ??? （? ??????
舟久保煕康（東京大学
精密機械工学科教授）
大島　正光（（財）医療
情報システム開発セン
ター理事長）
梅沢　　勉（日本大学
短期大学教授）
大内　幸夫（NHK顧
問）
筑井　甚吉（大阪大学
社会経済研究所教授）
3）　財団法人生存科学研究所の自主研究のひとつである健康政策研究委員会（委
　員長　高田莇北里大学医学部教授）においては，健康投資と生存保障の研究が
　継続して行なわれている。
4）　田村貞雄i「医薬品の価格の構造と理論」日本医師会編r国民医療年鑑昭和
　52年版』所収
5）　田村貞雄ir医薬品の価格のあり方一経済学の立場から」日本医師会編r医
　療における医薬品の問題と将来の課題』所収　P．461～477
　　田村貞雄「Bioinsurance（生存保障）の観点における医薬品の価格」同上所
　収P．522～542
6）　医療福祉の最適化についての詳しい説明は拙論「国民医療費高騰化傾向への
　適応策」　r早稲田社会科学研究』昭和59年3月20日第28号を参照
7）　診療行為別評価・支払制度は通俗的には「出来高払制度」と呼ばれている
　が，これは現在のところ医師のクリニカル・フリーダムの確保と，医療の特性
　（地域性，不確実性，動態性，包括性）を投影した経済制度と考えられる。も
　ちろんこの経済制度は医師の職業倫理の制度的実践を前提として組み立てられ
　ている。
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